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機械設備工事特記仕様書(1)

福井市建設部建築事務所営繕課

1　工事概要

1.工事名

2.施工場所

棟名称 構造・階数 延べ面積 (m2) 備考4.建物概要

3.福井市景観計画の指定 ※福井市景観計画区域　　・特定景観計画区域 (・福井都心地区　・一乗谷地区 )

※公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)1.適用基準等1

則とする。また、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」 (国土交通省) による低

「排出ガス対策型建設機械指定要領」 (国土交通省) による排出ガス対策型建設機械の使用を原

騒音型建設機械を使用するよう努力する。 (1.3.8)

11.建設機械 

13.発生材の再資源化等

　フロン系冷媒の回収は改修標準仕様書第3編2.4.3による。

実施書(書式は同一)を作成し、監督職員に提出する。(COBRISを利用しない場合はデジタル

データ(Excel形式)含む)

(1.3.9)・発注者に引渡しを要するもの 　(・金属類　・　　　　　　　　　　　　　　　　)

・フロン系冷媒使用機器の撤去 　(・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・特別管理産業廃棄物の有無　　 (・廃石綿　・PCB含有物　・　　　　　　　　　 )

再資源化等をする施設

・建設発生木材

指定副産物の種類 再資源化等をする施設の名称 所　　在　　地

・建設汚泥

・コンクリート塊

・アスファルト・コンクリート塊

2　機械設備工事仕様

2.特記仕様

(4)　本工事の契約は、図面及び仕様書に基づくものとし、添付の工事内訳書は参考とする。

(3)　特記事項に記載の(　　)、[　　]内の表示番号は、標準仕様書及び改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

適用する。

1.共通仕様

(1)　項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

(2)　特記事項は ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印が付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

(2)  電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの標準仕様書(平成31年版)、改修標準仕様書(平成31年版)を

建設業法によるほか、下記により工事現場における適正な施工体制の確保を図る。

　　現場代理人及び主任技術者・監理技術者・監理技術者補佐(下請負を含む)は、工事現場内にお

    いて顔写真、氏名、所属会社名、社印及び発行年月日が記載された名札及び腕章を着用する。

    な雇用関係を示す書面(健康保険被保険者証等の写し)を提出すること。

    　条第3項に規定する現場代理人の兼務について認める。

    　について認める。

　  現場代理人及び主任技術者又は監理技術者及び監理技術者補佐と受注者との直接的かつ恒常的

実績情報として「登録のための確認のお願い」を作成し、監督職員の確認を受けたうえで期限内に

登録する。また、「登録内容確認書」が受注者に届いた際には、速やかに監督職員に提示する。

変更登録時は、工期又は技術者に変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金のみ変更の場合

変更時登録を行うものとする。

は、原則として登録を必要としない。ただし、工事請負代金 3,500万円を超えて変更する場合には

(1.1.4)

官公署等への諸手続き及び費用は受注者の負担とする。 (1.1.3)

3.工事実績情報の登録

4.施工体制 (1.1.5)

2.官公署等への手続き

(1.3.3)

(1.3.2)適用する7.電気保安技術者

8.施工条件

(1.1.6)

施工図の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。 (1.1.6)

5.設計図のコピー

6.施工図等の取扱い

図示(・工事用車両の駐車場所　・資機材置場　・建設発生土仮置場　・その他)

3)雇用関係

4)現場代理人及び主任技術者の兼務について

※営繕工事写真撮影要領　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課(平成31年版)

縮小図A3版を ( 2 ) 部製本し提出する。

設計図A2版を ( 0 ) 部作成する。 (内 ( 0 ) 部を製本し提出する)

(1.3.5)　義務者の指名

9.統括安全衛生管理

　受注時及び変更時に工事請負代金額が 500万円以上の工事は受注、変更、完成及び訂正時に工事

1)提出書類　　　　　施工体制台帳及び施工体系図の写し 

2)名札及び腕章の着用

　(ア)本市通知「現場代理人の兼務の取扱いについて」に基づき、福井市工事請負契約約款第10

　(イ)本市通知「建設工事の技術者の専任に係る取扱いについて」に基づき、主任技術者の兼務

　本工事の受注者を労働安全衛生法第30条第2項に基づく同条第1項に規定する措置を講ずべき者

 (統括安全衛生管理義務者) に指名する。

　工事着工時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を、工事完成時に同計画書の

(1.4.1)化学物質を放散させる材料

　本工事に使用する機器及び材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

次の1)から5)を満たすものとする。

　 1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボー

　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙はホルムアルデヒドを放散し

　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。

　 2) 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて

　　　少ないものとする。

　 5) 1)、3)及び4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台その他の什器等は、ホ

　　　ルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　 3) 接着剤はフタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシルを含有しない難揮発性の

　　　可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチル

　　　ベンゼンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　 4) 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンを放散しないか、放散

　　　が極めて少ないものとする。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量区分」は、次のとおりとする。

該当する建築材料

4.旧JASのFco規格品

3.旧JISのEo規格品

2.建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

1.JIS及びJASのF☆☆☆規格品

　 ない塗料等使用

f. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散し

 　ない塗料使用

e. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散し

d. ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

 　ない材料使用

c. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散し

b. 接着剤等不使用

a. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

3.下記表示のあるJAS規格品

2.建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

1.JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

(以下、「第三種」)

第三種ホルムアルデヒド

発散建築材料

ホルムアルデヒド放散量区分

(以下、「規制対象外」)

建築基準法の規制対象外材料

アスベスト含有建材

JASマーク表示のない材料及びその製造業者等は、次の1)から6)の事項を満たすものとする。

1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

3)安定的な供給が可能であること。

4)法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明と

なる資料、又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品

　本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、JIS及び

を使用する場合は監督職員の承諾を受けること。

　本工事に使用する材料については、建築工事標準仕様書1.3.10(2)に準じて、JIS Z 7253による

安全データシート(SDS)等により確認を行い、アスベスト含有建材を使用しない。

(1.4.2)

　「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築

に配慮されていること。

　資材の梱包および容器は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減

材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料評価名簿」 (発注年版) 、福井県工業技術センター

又は福井県総合グリーンセンターで評価された材料とする。

　工事材料や物品等の調達においては、福井市内に主たる営業所を有する者の中からの調達及び

県産品の活用に努める。

　県産品(建設系資材)の定義は、県内に主たる事務所を置き、製造業を営む企業、組合等の建設

資材又は製品であること。又は、県内で最終工程が施される建設資材又は製品等であること。

　参考:福井県県産品活用推進センターホームページ(http://www.vcnet.fukui.fukui.jp/kensan/)

　福井県間伐材認証制度の指定事業体の製品の使用に努める。

　福井市木材利用基本方針に基づき、市産材又は県産材の積極的な使用に努める。

(1.4.2)

クル製品利用促進運用基準」に基づき、特定調達物品等を調達する。

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(グリーン購入法)」及び「福井市リサイ

・建設発生土

適用工事種別 技能検定の職種

配管工事

・ 下表で技能士を適用することとした職種に、1級又は単一級技能士を配置する。

※　下表で技能士を適用することとした職種に、1級、2級又は単一級技能士を配置する。

 (1.5.2)

ダクト製作及び取付け

冷凍空調機器の据付及び整備

保温工事

下記のほか、保守に必要な工具を納入する。

※ 電子納品対象工事　　納品形式 ( 福井市電子納品ガイドライン(案)【工事編】による )

・ 電子納品対象外工事　納品形式 ( 紙媒体、電子媒体 )

 ( ※CADの標準形式　　※SXF(sfc)形式　　・PDF形式 )

(1.7.1～3)

※保全に関する資料 ( 1 ) 部を提出する。

屋内設置

屋上設置

屋外設置

架台、アンカーボルト

特記した基礎

S、SRC造梁の貫通部

RC造梁・床・壁の貫通部

貫通部・開口部の穴埋め補修

貫通部・開口部の墨出し

補強

スリーブ

補強

スリーブ

型枠

補強

軽量鉄骨下地天井・壁の開口部

防油提

雨水排水

汚水、雑排水

配管、桝、蓋

オイルサービスタンク

配管、桝、蓋

床、天井点検口

設
備
機
器
基
礎

設
備
用
開
口
部

そ
の
他

電
気
配
管
配
線

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○
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○

○

○

○ ○

○
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○

○

○

○ ○

○○

○ ○

給排水空調電気建築工　事　内　容

外部取付ガラリ

機器(建築工事に含む)付属の制御盤以降の配管配線(接地共)

機器(建築工事に含む)付属の制御盤への電源供給配管配線

機器(建築工事に含む)と専用スイッチの渡り配管配線

機器(建築工事に含む)等へ直接接続する配管配線

パッケージ型空気調和器の2次側配管配線(接地共)

ダクト、チャンバー接続用フランジを含む

補強を要する切込み

補強を要しない切込み

※完成図の電子データを電子媒体(CD-R又はDVD-R)に記録し提出する。

20.技能士

28.予備品

23.電子納品について

27.完成時の提出図書

29.別途工事との取合い

・ 配管

・ 熱絶縁施工

・ 建築板金

・ 冷凍空気調和機器施工

・　

その他工事

・

・

・

　ただし、工事写真は電子データを電子媒体(CD-R又はDVD-R)に記録し提出する。

　工事着工後、建設発生土の工事間利用、並びにストックヤード及び民地受入への搬出が必要と
　指定副産物以外の搬出　※構外搬出適切処分　　　

なった場合は、監督職員と書面で協議を行い、設計変更にて対応すること。

　 調整

　密接に関係のある同一工事区域内の工事 (同一工種とは限らない) を現工事と同一施工業者が落札

した場合は、落札後、一般管理費及び、現場管理費を両工事合算したもので調整する。

　(ア)　保険の種類　　・　普通火災保険　　　・　建設工事保険　　　・　土木工事保険

　　　　　　　　　　　・　組立保険　　・　請負業者賠償責任保険　　・　法定外労災保険

　(イ)　保険期間　　　工事着工の日から工事目的物の引渡しの日 (工事完成予定日から概ね

　(オ)　保険証券の提出　　工事請負契約後直ちに保険等の契約を締結し、その証券等の写しを

　　　　　　　　　　　　　監督職員に提出する。

とする。ただし、下記によらない場合は、監督職員と別途協議するものとする。

ゼロ国債工事、ゼロ市債工事等の場合、契約会計年度については前払い金を支払わない。32.債務負担行為に係る

33.火災保険等

34.1年点検

　福井市工事請負契約約款第58条第1項で規定する火災保険その他の保険は、下記により付するもの

　同約款第58条第3項により、上記の付保条件以外に任意で保険に加入した場合、直ちに監督職員に

通知すること。

　　　　　　　　　　　・　発注者、受注者及び下請負人となる専門業者 

書腰ベルト型墜落制止用器具及びランヤード等）とする。

（平成31年1月25日厚生労働省告示第11号）による墜落制止用器具（フルハーネス型墜落制止用器具、

　労働安全衛生法施行令第13条第3項第28号における墜落制止用器具は、「墜落制止用器具の規格」

　　　　　　　　　　　1カ月間)までとする。

　(ウ)　保険金額　　　請負代金 (消費税込) とする。(工事目的物等保険の場合のみ)

　(エ)　被保険者　　　・　受注者　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一
般
共
通
事
項

14.環境への配慮

15.設備機材等

章 項　　目 特　　記　　事　　項

　 契約の前払い金

　標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

　 の濃度測定

　測定はパッシブ型採取機器により行う。

(1.5.8)

レン (学校の工事の場合は、ホルムアルデヒド、パラジクロロベンゼン、トルエン、キシレン、

エチルベンゼン及びスチレン) の濃度を測定し、報告すること。

測定対象室及び測定箇所数

測定対象室 室　　　名 測定箇所数

(1.5.7)

また「証明工法による」と特記されたものについては、建設技術審査証明協議会の会員による審査証

明又は(一財)日本建築センター若しくは福井県工業技術センターで証明された工法とする。

21.特別な材料の工法

22.室内空気中の化学物質 　施工終了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン及びスチ

施工品質の向上を図るための作業指導を行う。

　技能士は、適用する工事作業中、1名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技能者に対して、

(以下、「改修標準仕様書」という。)による。

(1)　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備

　　 工事編)(平成31年版)」(以下、「標準仕様書」という。)及び「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成31年版)」

5.工事種目(○印をつけたものを適用する)

・家電リサイクル法による処分　 (・ルームエアコン　・　　　　　　　　　　　　)

※発生材の分別解体及び再資源化

　撤去は、改修標準仕様書によるほか次による。

　　工作物撤去後の補修　( ※モルタル補修　　・　　　　　　　　　　　　　　)

　取外し後再使用する機材は、改修標準仕様書による。なお、ファンコイルユニット等の見えが

かり部分は、洗剤を使用するなどして十分に清掃を行う。

[4.1.1～2]

[1.4.3]

　施工調査は改修標準仕様書第1章第5節による。19.施工調査

2

仮
設

　足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン」(厚生労働省 平成21年4月)に

より、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中桟及び幅木の機能を

等に関する基準」の2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て

　  仕上げの程度(※ 天井・壁:合板又は石膏ボードEP塗り　床:ビニルシート張り　・　　　)

構内既存施設　・ 利用できる( ※ 有償　・ 無償)　　※ 利用できない

構内既存施設　・ 利用できる( ※ 有償　・ 無償)　　※ 利用できない

設ける　規模　　　 m2

(4.1.1)

(4.1.1)

1.足場

2.監督職員事務所

3.工事用水

4.工事用電力

3

共
通
事
項

表-1　「工事区分表」

給湯設備

排煙設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

消火設備

ガス設備

浄化槽設備

空気調和設備

自動制御設備

換気設備

※機械設備工事監理指針　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(令和元年版)

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修(平成31年版)

2.耐震措置 設備機器の固定は、国土交通省国土技術政策総合研究所監修「建築設備耐震設計・施工指

針　2014年版」により、耐震強度計算書を監督職員に提出し承諾を受けるものとする。

なお、基礎施工要領は標準図(施工25～29)[機械設備工事編]による。

7.インサート及びアンカー

配管、機器等の吊下げ用アンカーには接着系アンカーを使用してはならない。

施工後確認試験を行う。ただし、吊りボルト用アンカー等軽微なものは監督職員との協議

により省略することができる。

　試験方法　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部の公共建築改修工事標準仕様書

新規に作成する基礎・構造体に設備を設置する場合には、原則としてあと施工アンカーは

使用してはならない。

　　　　　　　　　　(建築工事編)(平成31年版)8章12節による。

・ 鍵　　・ 付属品　　・ ます蓋用引掛金具　　・ 掃除口点検金具　　・ 

工事種目

棟名称 適用区分

 ・ 室内外空気の温湿度測定

 ・ 室内気流及びじんあいの測定

 ・ 室内気流及びじんあいの測定

 ・ 騒音の測定 (屋内外、敷地境界共) 　・ 停電・復電動作確認

・排煙設備  ・ 風量調整 (測定共)

 ・ 騒音の測定 (屋内外、敷地境界共)

配管材料は標準仕様書よるほか、表-2「配管材料区分」による。3.配管材料

4.一般用弁 水道直結部及び図面特記部の耐圧は、JIS又はJV10K、その他は5Kとする。

配管類との接続により、電気腐食を起こす恐れがない材質のものを使用する。

5.伸縮管継手 鋼管用伸縮管継手は下記による。

 ※ ベローズ形　　　　・ スリーブ形

建物導入部の変位吸収方法は、標準図 (施工4,5 建物導入部の変位吸収配管要領)による。

 ・ フレキシブルジョイント　　　・ ボールジョイント　　　※ スリークッション

9.既設配管の再生を行う 既設配管の再生を行う場合は、改修標準仕様書による。

10.溶接部の検査 配管の溶接接合は標準仕様書による。

 ※ 適用しない

 ・ 適用する ( ・ 放射線透過検査　　　・ 浸透探傷検査又は磁粉探傷検査)

11.配管・ダクトの (1) 配管の吊り及び支持などは、標準仕様書の当該事項によるほか、配管の曲り部及び

　 吊り及び支持

(1) 給水、ガス及び消火配管の (車両通路以外の一般敷地) 　  300  mm 以上

12.屋外埋設配管

　　埋設深度 (管の上端より) (車両通路) 　　　　　　　　  600  mm 以上

(重量物車道) 　　　　   　 1,000  mm 以上

(2) 配管下端 ( 管底  -100 mm ) 及び配管上端 ( 管頂   +100 mm )に砂地業 (山砂類、

　　又は再生材) を施したあと、根切り土の良質土で埋戻す。

(3) 管を埋戻す場合は、地表から 150 mm の深さに埋設標識シートを埋設するほか、曲り

　　及び分岐部の地中埋設標は下記による。ただし、排水管は除く。

　　地中埋設標　　　・要 (図示) 　　　※不要

6.不同沈下対策

1.総合調整 ・本工事 (調整項目は下記のとおり)

・空気調和設備  ・ 風量調整 (測定共)　　　　　 　　　・ 水量調整 (測定共)

 ・ 騒音の測定 (屋内外、敷地境界共) 　・ 停電・復電動作確認

・換気設備  ・ 風量調整 (測定共)

・給水設備  ・ 飲料水の水質の測定　 ※ 厚生労働省告示119号第二の一の1の(四)

　　　　　　　　　　  　 ・ 水道法施工規則第10条

8.アンカーボルトの 屋外設置機器のアンカーボルトのナット部分には、合成樹脂製キャップをかぶせる。

　ナット用キャップ

また配管以外も含めて、溶接部の非破壊検査は下記による。

(1.3.3)

 (2.1.1～2)

 (2.2.7.1)

　場合の留意事項

　

 (2.5.17)

 (2.6.1～3)

   使用の確認

　購入土、砕石を使用する場合には事前に品質を証明する資料、採取地を示す書類、採取許可

提出する。

等の写し及び採取業者からの納品証明書など適法に採取していることを示す書類を監督職員に

18.違法な土砂、砕石等の

16.工事用資材の選定

福井県認定リサイクル製品、その他リサイクル認定品等のリサイクル製品を使用する。

　(品目名:　　　　　　　　　　　　　　　)

　「福井市リサイクル製品利用促進運用基準」に基づき、再生材料を用いたコンクリート二次製品、17.リサイクル製品の

   利用推進

・

　 一時中止

　設計図書の変更、工事一時中止について、その具体的な考え方や手続きについては「工事請負契約30.設計図書の変更、工事

におけるガイドライン（総合版）」（福井市）による。

(1.7.5)

(2.4.1)

[2.2.2]

[2.2.2]

 (2.7.1～3)

[2.2.11]

 　 バルブ類取付箇所には、50 cm 以内に支持金物を設ける。

屋外埋設配管は標準仕様書による。

 ・ 雑用水の水質の測定 (建築物における衛生的環境の確保に関する

　　　　　　　　　　  　法律施行規則第四条の二)

　　　　　　　契約後速やかに受発注者協議すること。）

　　　　　　　する。）

・利用する　（福井市情報共有システム運用ガイドラインによる。システムを利用しがたい場合は、

24.情報共有システム ※利用しない（ただし、受注者より利用したい旨の申し入れがあった場合は、発注者はこれを承諾

　 

　

25.余裕期間制度 ・「フレックス方式」の試行対象工事である。

　に係る転倒防止等

10.移動式クレーンの使用 　労働安全衛生法、労働安全衛生規則、クレーン等安全規則等を遵守すること。

　つり上げ荷重が3t以上の移動式クレーンを使用する場合、関係請負人が作成した移動式クレーン

(1.3.5)

作業計画（クレーン等安全規則第66条の2第1項）の内容を理解し、危険防止のために講ずべき措置

について指導を行うこと。（労働安全衛生規則第638条の4）

6.別途工事

31.近接工事の間接費等の

12.特定建設作業(騒音 　特定建設作業に該当する場合には、施工場所に応じて、騒音規制法第14条、振動規制法第14条

止条例施行規則別表第2の掲げる作業である。

又は福井市公害防止条例第23条に定める届出をすること。

　※特定建設作業とは、騒音規制法施行令別表第二、振動規制法施行令別表第二、福井市公害防

(1.3.8)

　振動）の実施の届出

・「発注者指定方式」の試行対象工事である。

別紙の特記仕様書（余裕期間制度）及び「福井市余裕期間制度試行要領」によること。

試行要領は、福井市ホームページ「入札の広場」で確認のこと。

実施状況についてのアンケートに回答の上、提出すること。

26.週休2日制 ・「週休2日モデル工事（発注者指定型）」の試行対象工事である。

　受注者は、原則週休2日制で施工すること。

・「週休2日モデル工事（受注者希望型）」の試行対象工事である。

　受注者は、契約後速やかに、試行実施の有無について、監督職員と協議すること。

週休2日の実施にあたっては、「福井市週休2日モデル工事試行要領」に基づき行うこと。

試行要領は、福井市ホームページ「入札の広場」で確認のこと。

実施状況についてのアンケートに回答の上、提出すること。

35.工事検査確認書類限定化 　「工事検査確認書類限定化」の試行対象工事である。

36.墜落制止用器具の着用

　　について

書を作成する。点検の結果、不具合があった場合は、補修を行う。

「市有施設一年点検実施要領」(福井市建設部建築事務所営繕課) に基づき一年点検を実施し、報告

　本工事は一年点検対象工事とする。受注者は工事完成物の引渡日より1年後の同日以降1月以前に、

福井駅拡張施設 鉄骨造　2階 1631.01

福井市　手寄1丁目　地係

北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築給排水衛生設備工事

福井駅拡張施設

-

-

-

-

-

〇

〇

〇

〇

-

北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築工事

北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築空調設備工事

北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築電気設備工事
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図面番号

P01- (A2)1 :

1 :

株式会社 交建設計
一級建築士事務所（東京都知事登録第4247号）
株式会社　　交建設計
管理建築士一級建築士登録第120023号　山田　一信

工事名称
北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築給排水衛生設備工事

鷹巣地区環境整備協同組合 福井市水切町52

-



図面名称

図面番号縮尺

機械設備工事特記仕様書(2)

福井市建設部建築事務所営繕課

21.消音内貼 ダクト及びチャンバー、消音エルボの内貼り(箇所図示)は下記による。

(1) 消音内貼り部分の外部保温は　　　・要　　　※不要

(2) チャンバーの寸法は、外形寸法を示す。

　　 (ただし、ダクト及び消音エルボは、内形寸法を示す。)

(3) 空気調和機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼り

　　したチャンバーには、内貼り仕様又は断熱戸の点検口を設ける。なお、点検口の大きさは

　　図示による。

(1) 配管、ダクトの支持金物・鋼製架台・機器付属金物は、標準仕様書の当該事項に

   　b.屋外部　　・SS400[溶融亜鉛めっき(JIS H 8641)　・HDZ35 　・HDZ45 　・HDZ55 ]

　　　　　　　　 ※ステンレス製(SUS304)

   　　屋外部のボルト、ナット材質は上記に準ずること。

(2) 屋外部分の鋼板製函又は鋼板製プレート

   　※ ステンレス製(SUS304)　　・ 樹脂製　　・ FRP製

(3) 屋内部分で湿気、水気ある部分の鋼板製函又は鋼板製プレート

   　※ ステンレス製(SUS304)　　・ 樹脂製　　・ FRP製

24.はつり及び穴開け はつり及び穴開けを行う場合は、改修標準仕様書の当該事項によるものとする。

23.電線類及び電線管 電線類及び電線管等については標準仕様書によるが、電線類は原則としてEM電線及び

　　　　

EMケーブルを使用すること。

22.鋼材工事

　　よるほか、次による。

   　a.一般部　　・SS400　　　・ステンレス製(SUS304)

20.塗装及び防錆工事 塗装及び防錆は標準仕様書の当該事項によるほか、次による。

　　・設備関係室以外の露出配管部分の塗装

(1) 保温種別は標準仕様書の当該事項による。ただし、給水管及び排水管で床下ピット、19.保温工事

    暗渠内、屋外露出及び浴室、厨房等の多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材とする。

(2) 共同溝内の保温仕様は、「暗渠内」を適用するものとし、監督職員に確認する。

(3) 屋外露出配管の保温外装材は次による。

　　・ステンレス鋼板　　　・溶融アルミニウム－亜鉛鉄板

(4) 合成樹脂製支持受      ※硬質ウレタンフォームに準ずるもの

　　　　　　　　　　　　　・ビーズ法ポリスチレンフォームに準ずるもの

(5) 継手及び弁類も配管と同じ種別で保温を行う。

(6) 冷媒管用銅管の肉厚及び保温厚は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「機械設備工事

　　監理指針（令和元年版）」による。

7.排気フード

2.ダクトの種別

5.排気ダクトのシール

・厨房系統　　　・浴室 (シャワー室、脱衣室を含む) 系統

(1) 排気フードの補強、支持金物、接合材等は、亜鉛鉄板製ダクトの当該事項によるものと

　　し、材質は下記による。

1.排煙対象部分

2.ダクトの種別

3.ダクトの工法 ※アングルフランジ工法

4.ダクトの材料 ※亜鉛鉄板製　　　　・普通鋼板製

5.排煙口 (1) 形状　　　　　　・スリットフェース形　　　・パネル形　　・ダンパー形

6.保温

準ずる。

7.排煙風量測定

3.水石けん入れ ※衛生陶器取付形　　・壁取付形　　・カウンター取付形

5.大便器耐火カバー

　　　　　　　※無し

3.満水試験継手

4.煙試験 試験方法は監督職員の指示による。

(1) 膨張管・補給水管の保温は冷温水管に準ずる。2.保温

1.消火設備の種類

・連結送水管　・連結散水　・フード等用簡易自動消火　・屋外消火栓　・消防用水

屋内消火栓箱には、消火ポンプ運転表示灯取付口を設ける。2.表示等

3.ピット内施工法 ※溶接接合　　・(　　　　　　)

1.工事範囲 ・配管　　　・配線　　　・機器取付　

2.監視方式 ・警報盤　　・簡易形監視制御装置　　・中央監視制御装置

※低圧ダクト　　　・高圧 1 ダクト　　　・高圧 2 ダクト

　 (ただし、長辺の長さが 1,500 mm 以下の部分)

標準仕様書より 1番手厚いものを使用する。

標準仕様書によるものとし、施工箇所は下記とする。

標準仕様書の当該事項による。

　　　※ステンレス鋼鈑 (補強共) 　　・亜鉛鉄板

(5) 外気取入チャンバーの保温　　　　　　　　　・要　　※不要 (範囲は図示による)

・廊下　　・事務室　　・図示　　　最大面積　　　　　　m2

・高圧 1ダクト　　　　・高圧 2ダクト

(2) 排煙口の開放　　・手動　　　 (・機械式　　・電気式) 　　・煙感知器連動

(3) 復帰装置　　　　・手元復帰式 (・手動式　　・電気式) 　　・遠隔復帰式

床下及び暗渠内の保温　　　　※不要　　　・要 (範囲は図示による)

電源供給方式は　　　※AC電源　　　・乾電池

(2) 洗面器の水栓は自動水栓とする。

※設ける(ピット内は除く)  　　・設けない

洗浄水量は、　　※節水　形　　・高座面形

※合成樹脂製 (  70 × 70 × 1300 H  )　　・ステンレス製 (　　　　　　　　　　　)

(1) 大便器洗浄弁は　※リモコン式押ボタン　・非接触式センサーFV　・くつべら式押ボタン

　　特記なき場合、水栓の取付け高さは約 600とする。

　

※要(図示箇所に取付ける)　　・不要

・屋内消火栓　・スプリンクラー　・泡消火　・不活性ガス消火(　　　　　　　　)

消火用充水タンクの保温を　　・施工しない　　※施工する (膨張タンクによる)

消火用呼水タンクの保温を　　※施工しない　　・施工する (膨張タンクによる)

　ガス供給事業者名 :

建設省告示　第1292号

　　　イ)屋内　　※カラー亜鉛鉄板　　・ステンレス鋼板　　・アルミニウム板　

　　　ロ)屋外　　※ステンレス鋼板　　・カラー亜鉛鉄板　　・アルミニウム板　

　　範囲はエアー抜き弁までとする。

6)　トラフ内の油管はプラスチックテープ 1/2重ね 1回巻きとする。

空調用ドレン管は通水試験を行う。

場　　所

時　　期

夏　　期

冬　　期

屋　　外

3.ダクトの工法 ・アングルフランジ工法

4.ダクトの分岐方法 ・割込み工法　　・直付け工法

5.オイルサービスタンク (1) 油面形　　　※ゲージ式　　・ガラス管式

(2) 油面制御装置の機能は下記による。

　　・給油ポンプの起動、停止制御用　　・返油ポンプの起動、停止制御用

6.地下オイルタンク

(2) タンク室

・設ける　　　コンクリート躯体工事は　※本工事　　　・別途建築工事

　　　　　　　内部充填砂は　　　　　　※本工事　　　・別途建築工事

　　　　　　　タンク外面防護処置を　　※施工しない　・施工する

(4) 基礎杭

(5) 遠隔油量指示計

7.鋼板製煙道

8.ばい煙濃度計

※ファン付き　　・ファンなし

9.ばいじん量測定口

10.温度計

取付部は下記による。

　及びレタンチャンバー

11.圧力計 取付部は下記による。

12.瞬間流量計 ピトー管方式によるもので止水コック付とし、形式及び取付部は下記による。

　　　　　　　露出部　　※保温化粧ケース(樹脂製)

一　　般

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

81.3 %

50%

40%

※低圧ダクト　　　・高圧 1ダクト　　　・高圧 2ダクト

・コーナーボルト工法　 (・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法)

　　・満油警報　　・遠隔警報 (・減油　・満減油) 　・(　　　　　　　)

(1) ふたは　　※WPM－AW形　　・WPM－DW形

・設けない　　コンクリート工事は　　　※本工事　　　・別途建築工事

(3) タンク外面防護処置方式

厚さ

※要 (電源はボイラー制御盤より取出し、配管配線共本工事に含む)　　・不要

温度計は(※工業用バイメタル式温度計　・ガラス製棒状温度計　・ブルドン管式温度計)とし、

・ボイラーの温水管(返り)

・直だき吸収冷温水機の冷温水管(送り、返り)、及び冷却水管(送り、返り)

・冷凍機の冷水管(送り、返り)、及び冷却水管(送り、返り)

・空気調和機の冷温水管(送り、返り)、及び三方弁装置後の冷温水管(返り)

・熱交換器の温水管(送り、返り)

・冷温水ヘッダー(往)及び冷温水ヘッダーの各返り管

・空気調和機(パッケージ形を含む)のサプライチャンバー、レタンダクト、外気取入れダクト

・冷凍機の冷水管(送り、返り)、及び冷却水管(送り、返り)

・空気調和機の冷温水管(送り、返り)

・直だき吸収冷温水機の冷温水管(送り、返り)、及び冷却水管(送り、返り)

・熱交換器の温水管(送り、返り)

・冷凍機の冷水管及び冷却水管(送り又は返り)に(・固定形　・着脱形)を設ける。

・直だき吸収冷温水機の冷温水管及び冷却水管(送り又は返り)に(・固定形　・着脱形)を設ける。

・空気調和機の冷温水管(送り又は返り)に(・固定形　・着脱形)を設ける。

・冷温水ヘッダーの(・送り管　・各返り管)に(・固定形　・着脱形)を設ける。

1)　冷媒管の保温外装は次による。　(図面特記部分は除く)

標準仕様書の当該事項による。ただし、次の部分は本仕様とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　・ステンレス鋼板製)

2)　ファンコイルユニット等のドレン管の保温は、排水設備工事の排水管による。

4)　エアー抜き管の保温厚は20mmとし、仕様は当該配管の項に準ずる。また、保温を行う

5)　加湿用給水タンクの保温は膨張タンクに準ずる。

※水道直結方式　　・高置タンク方式　　・ポンプ直送方式　　・増圧ポンプ方式

電源供給方式は　　　※AC電源　　  ・水流発電充電池

55.0 %

屋 内  (調 整 目 標 値)

煙道の直線部に80φ以上のフランジ付きの検査口を設ける。

　　[屋内]　　隠ぺい部　※不要　　　要

3)　弁・ストレーナなどの金属製カバー外装種別は、次による。

(1) 浴室、厨房等(多湿箇所)のダクトの保温　　  ※要　　・不要 (範囲は図示による)

建築設備定期検査業務基準書((財)日本建築設備・昇降機センター)の排煙風量の検査方法に

洗浄水量は 4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できるものとする。

-0.9 ℃ 

28℃ 

19℃ 

　　　　　　・保温化粧ケース (・樹脂製　・溶融アルミニウム-亜鉛鉄板製　・ステンレス鋼板製)

　　　保温化粧ケースの下部カバーは　　・要　　・不要　とする。

・コーナーボルト工法　 (・共板フランジ工法　　　・スライドオンフランジ工法)

給気用ダクト　　・割込み方式　　・直付け方式

排気用ダクト　　・割込み方式　　・直付け方式

4.厨房排気ダクトの板厚

6.消音ボックス付送風機

(2) 外気取入ダクトの保温(空調を行っている室)　※要　　・不要 (範囲は図示による)

　　　保温化粧ケースを用いる場合は縦管部にずれ止め固定を施す。

　 (ただし、長辺の長さが 1,500 mm 以下の部分)

なお、着脱形支持部は(・40A用　　個　・100A用　　個　・250A用　　個)付属とする。

(3) 全熱交換器までの給気ダクトの保温　　　　　※要　　・不要 (範囲は図示による)

汚水と雑排水　　　　　　[屋内]　※分流式　　・合流式

汚水・雑排水と雨水　　　[屋外]　※分流式　　・合流式

ポンプ排水　　・汚物( ・4極　・6極 )　　・雑排水　　・汚水　　・浄化槽2次側　　・湧水

3.ダクトの分岐方法

・液化石油ガス (※ 50 kg　 　・ 20 kg )

1.給湯方式 ・中央式　　・局所式

制御方式　　　自動運転制御方式

水中汚水用自動交互運転型

ステンレス製

・ステンレス製

型式認定適合品

　　マンホールふた ・鋼板製　t=6mm ロック式

空気配管　　　機械室　　　　　　　　　　・VP

支持金物　　　屋外　　　　　　　　　　　・SUS　　・PVC

　　　　　　　屋内　　　　　　　　　　　・SUS　　・PVC

・工　　法　　　　・無振動工法　　　・〔　　　　　〕工法　

3.山留め ・鋼　矢　板　SP-〔 　 〕型〔 　 〕m　　・軽量鋼矢板 〔 　 〕型〔 　 〕m

・山留め支持材〔　　　　〕腹起1段　※安定計算を行い監督職員の承諾を受けて施工のこと

1.設計時の温湿度条件

14.空調用ドレン管

13.保温及び塗装

　　[屋外]　・ステンレス鋼板　・溶融アルミニウム－亜鉛鉄板

1.ダクトの種別

2.ダクトの工法 ・アングルフランジ工法　・スパイラルダクト

8.保温

(4) 全熱交換器以降の排気ダクトの保温　　　　　※要　　・不要 (範囲は図示による)

3.保温

屋外露出管の保温を　　　　　・施工しない　　※施工する (給水管の保温仕様に準ずる) 

1.形式 ・FRP型　　　・現場施工型　　　・RCユニット型

2.処理方法

・浄化槽本体

・開口部 ・鋳鉄製　ボルトロック式

・ボルト、ナット類

・放流ポンプ

8.配管材

・満水警報フロートスィッチ　　　　・マグネット浮式

排水管　　　　　　　　　　　　　　　　　・VP

ポンプ配管　　　　　　　　　　　　　　　・VP

　　　　　　　土中埋設　　　　　　　　　・HIVP

制御盤までの電源引き込み工事　　　・含まない　　・含む

電線管　　地中埋設　　　　　　　　・FEP　　 ・HIVE

　　　　　露出・コンクリート内　　・PF管  　・VE管 　・E管 　・G管 　・GZ管

電　線　　  　・EM-IE　 　・EM-CE   　・EM-CEE   　・EM-CEE-S

9.電力工事

10.制御装置 制御盤　　　　・鋼板製　　　・屋内壁掛型　　　・屋内自立型

　　　　　　　・SUS製　　　 ・屋外壁掛型　　　・屋外自立型

・満水警報用ランプ

11.その他 ・工事完成引渡し後、1年間の法定保守点検等(浄化槽法第7条・第11条)は本工事に含む。

　　　　　　　露出・コンクリート内　　　・HIVP

1.小便器用節水装置

2.自動水栓

4.身障者用器具

6.大便器

1.給水方式

2.水栓柱

1.排水方式

2.放流先 (1) 汚水　　　　・直放流下水管　　・浄化槽

(2) 雑排水　　　・直放流下水管　　・浄化槽　　・別途桝　　

1.ガスの種類

・都市ガス  (発熱量　46,000　KJ/m(N3))

50%

45%

24℃

22℃

○　○　○　室

9)　下記部分の冷却水配管は、保温(防露)を行い、仕様は温水管の項による。

　　 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

11) 外気ダクトの保温は、保温厚さ25mmとする。

7)　膨張管・補給水管の保温は冷温水管に準ずる。

10) 還りダクトの保温は、保温厚さ25mmとし、範囲は図示による。

　

8)　保温を施す膨張タンク等のふたの保温は　　※要　　・不要とする。

(2) 排気フード廻りに取付ける幕板は、上記フードと同材質とする。

　　　※本工事　　　　・別途工事

(3) グリースフィルターの予備　　・要　　　※不要　

(4) ダンパー本体及び操作箱との渡り配線は本工事とし、それ以降の制御配管配線は別途工

　　事とする。

(2) ガス湯沸器の排気筒の隠蔽箇所の保温は、標準仕様書の表2.3.5による。

土中埋設配管との接合部に設ける2.絶縁継手

3.蓄電池容量 ※標準仕様書による　　　・30分間以上　　　・48時間以上

4.機械の構成 図示による。

5.中央監視制御装置 有
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(3.1.1～6)

(3.1.4)

(4.6.2)

(4.7.1)

[4.1.1～6]

また埋設物の調査は下記による。

・アスファルト被覆　　　・エポキシ樹脂被覆

※不要　　　・要

※設ける　　・設けない

※3.2 mm　　・4.5 mm　　伸縮継手の取付箇所は図示による。
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(3.1.4)

(2.2.2.2)

(2.2.1(6))

(1.11.3)

(3.1.5)

　

25.他工事との取合い 表-1「工事区分表」によるほか、機器の設置位置等取り合いの検討できる施工図を提出し、

監督職員の承諾を受ける。

26.その他

　　 ※行わない　　　 ・行う( ・ 放射線透過検査　　・　　　　　　　)

4.防水 ・無機質浸透性防水材　　　　・外部浸透性防水剤

普通型枠のせき板　コンクリート型枠用合板(12mm)または枠組パネル

打放型枠のせき板　コンクリート型枠用合板(12mm)でJISの　類、又は2種規格品、

中古品の場合は損傷のないもの

塗り厚　　　　15mm以上(1回の塗り厚7mm程度)

セメント調合　容積比　セメント : 砂 = 1 : 3

5.型枠

6.モルタル

平成 31年　4月　9日

令和   年   月   日

打合年月日打　合　先 打合事項 担当署部課 担当者名

令和   年   月   日

福 井 市 消 防 局

建 築 主 事

公 害 関 係

福 井 市 企 業 局 令和   年   月   日

7.機材

表-2 「配管材料区分」

空調配管  冷温水管・膨張管・エア抜き管・膨張タンクより、

 補給水管

 ボイラー室への

用　　途 名 称 ・ 種 類

 冷却水管

 蒸気給気管

 蒸気還管

 ※配管用炭素鋼鋼管(SGP白)　 ・ステンレス鋼管　　・耐熱性ライニング鋼管

 ※配管用炭素鋼鋼管(SGP白)　 ・ステンレス鋼管

 ※圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG黒)　　・ステンレス鋼管

 ※配管用炭素鋼鋼管(SGP黒)[トラフ内とも]

 [屋内及び屋外]　※ポリエチレン被覆鋼管

 ・耐熱性ライニング鋼管　　　・塩ビライニング鋼管(SGP-VA,SGP-FVA)

 空調用給水管

 ※配管用炭素鋼鋼管(SGP黒)　 ・圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG黒)

 ・塩ビライニング鋼管(SGP-VA,SGP-FVA)

 ・塩ビライニング鋼管(SGP-VA,SGP-FVA)　　　　 　　・ポリ粉体ライニング鋼管

 油　管(一般配管)

   〃  (地中配管)

 ・ステンレス鋼管(SUS304)(呼び径60Su以下は拡管式、呼び径75Su以上は溶接接合)

 空調用排水管

 冷 媒 管  ※断熱材被覆銅管　　 ・銅管　　 ・圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG黒)

 パッケージ形空気調和機の2次側配線の仕様は製造者の標準仕様とする。

 ・ポリ粉体ライニング鋼管　　　　※水道用硬質ポリ塩化ビニル管(HIVP)

 ※配管用炭素鋼鋼管(SGP白)　　　 ・排水用硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

 ・塩ビライニング鋼管(SGP-VA,SGP-FVA)　・ポリ粉体ライニング鋼管

 ・架橋ポリエチレン管　・ポリブデン管

 ※水道用硬質ポリ塩化ビニル管(HIVP)

 ・塩ビライニング鋼管(SGP-VD,SGP-FVD)　※水道用硬質ポリ塩化ビニル管(HIVP)

 ・ステンレス鋼管(SUS316)(呼び径60Su以下は拡管式、呼び径75Su以上は溶接接合)

 ・水道用ポリエチレン二層管(1種)(呼び径50以下)

 ・水道配水用ポリエチレン管(JWWA K144(継手は電気融着式))(呼び径75以上)

 給水配管  一般配管

 地中配管

 ・ステンレス鋼管(SUS304)(呼び径60Su以下は拡管式、呼び径75Su以上は溶接接合)

 衛生器具との

 　　　　排水接続管

 ア)和風大便器・(　　　　　　　　)　　 ※鉛管

 イ)ア)以外の器具　　・リサイクル発泡三層硬質ポリ塩化ビニル管(RF-VP)

 　　　　　　　　 　 ・排水用硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

 配管材においてリサイクル材料が指定された場合、規格サイズがないものについては、リサイクル材料

 を使用しなくてもよい。

 給湯配管  ※銅管(壁又は床埋設をする場合は、保温付被覆銅管を使用してもよい。)

 ・ステンレス鋼管(SUS304)　　 ・ステンレス鋼管(SUS316)

 消火配管  一般配管

　(呼び径60Su以下は拡管式、呼び径75Su以上は溶接接合)　　　　・耐熱性ライニング鋼管

 地中配管  [屋内及び屋外]　※外面被覆鋼管(SGP－VS)

 特殊消火管

 ※配管用炭素鋼鋼管(SGP白)　　・圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG白)

 ※圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370 白 Sch80)

ガス管  屋内配管

 屋外配管

 ※配管用炭素鋼鋼管(白)　・合成樹脂被覆鋼管(　　　)

 ※合成樹脂被覆鋼管(PLS-F)　・合成樹脂被覆鋼管(VI)　・配管用炭素鋼鋼管(白)

注　図面特記部分は除く。

 [汚水・雑排水]　※塩ビライニング鋼管(SGP-VA、SGP-FVA)　・コーティング鋼管

 屋 内 雑 排 水 管

 　　 (地中埋設部)  ・リサイクル発泡三層硬質ポリ塩化ビニル管(RF-VP)　 ※硬質塩ビ管(VP)

 屋 内 汚 水 管

 ※排水用硬質ポリ塩化ビニル管(VP)　・排水用塩ビライニング鋼管

 　　 (地中埋設部)  ・リサイクル発泡三層硬質ポリ塩化ビニル管(RF-VP)　 ※硬質塩ビ管(VP)

 屋外汚水・雑排水管  ※排水用硬質ポリ塩化ビニル管(VP)　・排水用硬質ポリ塩化ビニル管(VU)

 通　気　管  ・配管用炭素鋼鋼管(SGP白)　　　　　 ・排水用塩ビライニング鋼管

 ・排水用塩ビライニング鋼管　・配管用炭素鋼鋼管(SGP白)　 ※硬質塩ビ管(VP)

 ・リサイクル発泡三層硬質ポリ塩化ビニル管(RF-VP)　 ※硬質塩化ビニル管(VP)

 ポンプアップ排水管

 排水配管

 (ただし汚水・雑排水槽内は塩ビライニング鋼管(SGP－FVD)とする。)

 　　 (地中埋設部)

 継手はフランジ又はハウジング形継手とする。

 [湧水]　※塩ビライニング鋼管(SGP-VA、SGP-FVA)　 ・配管用炭素鋼鋼管(SGP白)

[屋外]　・排水用硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

 　　 (地中埋設部)  ※ガス用ポリエチレン管　・合成樹脂被覆鋼管(PLS-F)　・合成樹脂被覆鋼管(VI)

配管の防食処理は、下記を除き標準仕様書による。

(1) 土中埋設の排水用塩ビライニング鋼管は、防食処理を行う。

(2) 鋼管、ステンレス管、鉛管、銅管等のコンクリート埋設及び貫通部は、プラスチック

　　テープを 1 / 2 重ね 1回巻きとする。

18.埋設配管の防食処理  (2.7.3)

(3.2.1～2)

　　

　　

(3.1.4)

・現場施工は浄化槽設備士の管理のもと行うこと。

(1) 給水、ガス及び消火配管は、土間コンクリート直下の地業部分に配管し、周囲を砂で13.屋内埋設配管

　　埋戻す。

(2) 排水管も上記に準じ、配管上部の地業は砂に置き換える。

(3) 配管は原則として、土間コンクリートより吊りボルトにて吊り下げる。吊り間隔は屋

　　内配管に準ずること。

14.防火区画等 (1) 標準仕様書の当該事項による。

　 貫通部の処理 (2) 大臣認定を受けた工法で施工する場合は、認定書の写しを提出し、監督職員の承諾を

　　受けるとともに、認定工法の表示を行う。

15.取付枠 防火区画部に取り付ける吹出口、吸込口等で取付枠を必要とするものは鋼枠を使用する。

16.防火区画 ・平面階　　　・図示　　　・

17.防煙ダンパー及び 復帰方式は　　※遠方復帰式　(電気式(定格入力　DC24V0.6A以下))

　　　　　　　・手動復帰式 　防火防煙ダンパー

 (2.8.1)

35.1 ℃ 

ガ ス 関 係 令和   年   月   日

8

P02- (A2)1 :1 :

1 :

工事名称
北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築給排水衛生設備工事株式会社 交建設計

一級建築士事務所（東京都知事登録第4247号）
株式会社　　交建設計
管理建築士一級建築士登録第120023号　山田　一信

令和　2年　9月　　日　　設計

設計書記載の通り 福井市中消防署　予防指導課



えちぜん鉄道福井駅

北陸新幹線 福井駅

北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設

福井東口駅前広場

附近見取図・配置図
8

1:300(A2)P03

図面番号縮尺

図面名称

JR
福
井
駅

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
福
井
駅

福井県庁

福井市役所

ハピリン

西口広場

東口広場

福井鉄道

手寄1丁目

大手3丁目

N

東
口
都
心
環
状
線 県道福井停車場・勝見線

附近見取図

北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設

福井市建設部建築事務所営繕課
株式会社 交建設計
一級建築士事務所（東京都知事登録第4247号）
株式会社　　交建設計
管理建築士一級建築士登録第120023号　山田　一信

令和　2年　9月　　日　　設計

アオッサ

アオッサ

N

配置図　S=1:300

施工範囲

工事名称
北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築給排水衛生設備工事

±0

（広場計画時測量レベル）

KBM 8.30＝GL±0＝1FL±0



散水栓

器具名称 参考品番

付属品・摘要

1階 2階 屋上 屋外

合　計

男
子
女
子
多
目
的

掃
除
道
具
庫

男
子
女
子

植
栽

外
　
構

洋風便器 C-P12PM C-P12PM(フラッシュバルブ式壁掛大便器)、PTC-CNN3NA(壁掛便器専用ライニング)、OKC-8SY(センサースイッチ)、 2 4 1 2 9

CW-PA11F-NECK-UR(洗浄便座）、CF-93-1(止水栓)、CF-115-1(支持金具)、CF-63HS(棚付二連紙巻器)

小便器 U-A51AP 自動洗浄AC100Vタイプ 3 2 5

洗面器 L-A955A2C 自動単水栓AC100Vタイプ、水石鹸供給栓 2 2 2 2 8

多機能トイレパック PTWC-GC101R1A1AWWW ロータンク壁掛大便器、オストメイト対応、洗浄便座、紙巻器、背もたれ、ロータンク汚物流し温水器付 1 1

温水器付洗面器、手洗器、鏡、ベビーチェア、ベビーシート、フィッティングボード、前板、甲板、幅木、側板

掃除流し S-202A LF-7KEZ-19（横水栓）、SF-20PA-P（Pトラップ）、SF-10E（バックハンガー）、SF-202　（止水栓） 1 1 2

ハンドドライヤー KS-570AH 壁掛型　1φ－100V　両面吹出温風タイプ 1 1 2

キー付き自動継手散水栓　SUS製BOX共 3 3 6

記　号 機　器　名　称 仕　　　　　　　様
電気容量

設置場所 台数 備　　　　考
φ－V 消費電力 kw

屋外

DP－1 湧水排水ポンプ 形　式　：　強化樹脂製　雑排水用水中ポンプ×2台　自動運転機能付き 1－100 0.15程度×2 地下ピット 1 組

能　力　：　32φ×20L／min×7m以上×2台

運転方式：　自動交互運転（非常時同時運転）

付属品　：　自動運転／満警報用フロートスイッチ、その他標準付属品一式

屋外消火栓

GT－1 グリーストラップ SUS製　超薄型パイプ導入式　許容流入量15L／min程度、900x500x200H程度、スラブ上設置型 2F　厨房 1 参考品番

蓋仕様　製品標準仕様 SF-GSU-25JPU

給排水衛生設備機器表

1

給排水設備 系統図

1F

2F

RF

GT

1

便所

M

市水本管

150φ

量水器75

GT

M

便所厨房

75

100

30

GV20

GV50

GV65

100

50

65,100,100,100

量水器25

GV25

1F、2F 3 1F：1台、2F：2台

-

-

-

-

屋内消火栓

SUS製　総合盤型　埋込型、1500Hx900Wx250D程度

易操作型1 号消火栓（総合盤型）埋込型、1400H×750W×230D程度HB-1A

スタッフ

HB-20

HB

20

HB

1A

80

Ｘ

80

GV20

スタッフルーム1

W
C
W
C W
C

W
C
W
C

福井市建設部建築事務所営繕課 北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築給排水衛生設備工事

給排水衛生設備器具表

給排水衛生設備　器具表・機器表
8

1:300(A2)P04

図面番号縮尺工事名称

図面名称

福井市建設部建築事務所営繕課
株式会社 交建設計
一級建築士事務所（東京都知事登録第4247号）
株式会社　　交建設計
管理建築士一級建築士登録第120023号　山田　一信

北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築給排水衛生設備工事

JIS-10K

水 栓 類

通 気 管

排 水 管

仕 切 弁

公 設 汚 水 桝

床 上 掃 除 口

給 水 管

凡 例

名 称記 号

HIVP

VP

VP

備 考

散 水 栓 SUS製BOX

X 消 火 管 SGP、SGP-VS

別途工事本工事

40DWSJ6.15SA、40DWSA6.15SA

参考品番

消 火 栓

M

ハンドドライヤー 壁掛型　1φ－100V　片面吹出温風タイプ 1

A

ベビーチェア AC-BK-F62 平面取付用　　固定金具　共

コーナー取付用　　固定金具　共

2

2

2

7

KS-580AH

フィッティングボード AC-CB-01 固定金具　共 2 2

ベビーチェア AC-BK-F62 2 1 2

1

GV30

GV20

令和　2年　9月　　日　　設計

-

GV20

GV20

LF-33G-13-CV

GV75

20

GV25

100

100

100

量水器20

100,100,100

小 口 径 汚 水 桝 インバートタイプ

量 水 器

小 口 径 雨 水 桝 泥溜り付

M

通 気 金 物

グリーストラップ

自動エア抜弁装置

GT

A

床排水トラップ

消火栓弁、ノズル、ホース65A×20m等

消火栓弁、ノズル、ホース30A×30m等

GV75

Ｘ

HB

1A

HB

1A

Ｘ

6550

50 50 65

50

GV20

ピット

GV20

ルーム2

配 管 貫 通 部

65

65

50
100

50

横水栓 11横水栓　自動接手付　13ALF-35-13-CV

4
,
3
1
5

4
,
7
5
5

1
,
6
5
0



令和　2年　9月　　日　　設計

1階平面図　S=1:100

X

X X X

X

SS

S
S

受
電
開
閉
器

観光案内所

スタッフルーム1

WWC

MWC
待合スペース

風除室

レンタサイクル駐輪場

X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

Y4

Y3

Y2

Y1

倉庫

廊下

SK

PS-1

EV

PS-2

S
S

HWC

3
86
6

78165

キャノピー2
コンコース

Y4

Y3

8
50
0

1
38
75

M

●

●

量水器75(別途工事)

2

3

1

4

5

公共下水道管400φ

80,150

水道本管150φ

75φ(DCIP)

特殊弁付割丁字管

150-75φ
100(ピット)

100(ピット)

75(ピット)

GV65
50(天井)

DP

1

100

平面詳細図参照

50

(天井)
65(天井)

100

GV40x2
CV40x2 50(天井)

GV20

20

（注記）

1. 給水引込み管は建物境界までDCIPとする。

（凡例）

：地中埋設標●

給排水衛生設備 1階平面図

100(A2)

X1 X2 X3 X4

勾配は1/100を原則とする。

記号 名　　称 桝寸法 管径
地盤レベル

(FL+mm)

管低深さ

(GL-mm)
蓋種別 備　考

1 小口径インバート桝 200φ 150φ -200 1300 樹脂製蓋200φ L

2 小口径インバート桝 200φ 150φ -200 1310 樹脂製蓋200φ Y

3 小口径インバート桝 200φ 150φ -200 1320 樹脂製蓋200φ Y

4 小口径インバート桝 200φ 150φ -310 1320 樹脂製蓋200φ L

5 小口径インバート桝 200φ 150φ -310 1330 樹脂製蓋200φ L

6 公設桝 900φ 300φ -310 1350

汚水桝リスト

●

20

200φ

20
※

※
20

65,50

HB

1A
50(ピット)

屋外消火栓配管

6

以降雨水排水（建築工事）

●

100,100

8

以降 別途新幹線工事

80

100

●

別途工事

75φ(DCIP)

●

●

湧水雨水桝へ放流

65

(ピット)

SGP-VA 50(ピット)

ソフトシール仕切弁75(別途工事)

止水弁75(本工事)

H ＜ 1.5m

GL

良質の掘削土

1
0
0

1
0
0

山砂の類

200 200D

D

H

土中埋設管路断面図(参考)

図面番号縮尺工事名称

図面名称

P051 :

1 :

更衣室

840

福井市建設部建築事務所営繕課
株式会社 交建設計
一級建築士事務所（東京都知事登録第4247号）
株式会社　　交建設計
管理建築士一級建築士登録第120023号　山田　一信

北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築給排水衛生設備工事

N

(別途工事)

量水器箱(別途工事)

(別途工事)

(別途工事)

(別途工事)

(別途工事)

1
5
0埋設表示シート

以降　別途工事

T5A100ABAV20

●

●

●

●

●

以降　別途工事

HB

20

50(天井)

以降　平面詳細図参照

2. GL±0及びFL±0は配置図参照。

インターロッキング舗装
（建築工事）

2
4
0

750

800

750075007500750075007500

2
37
5

8
50
0

2
90
0

1
38
75

1
00

5
00

30
00 800

1050010500100001325

23
75



X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

Y4

Y3

Y2

Y1

78165

給排水衛生設備 2階平面図

100(A2)

100

100
100

通気金物100

GV50

30(天井)20(天井)

25

GT

1

20

平面詳細図参照

100

(天井)

平面詳細図参照

65,50

65

HB

1A

50

HB

1A

50(天井)

50

8

100,100

100

図面番号縮尺工事名称

図面名称

P061 :

1 :

福井市建設部建築事務所営繕課
株式会社 交建設計
一級建築士事務所（東京都知事登録第4247号）
株式会社　　交建設計
管理建築士一級建築士登録第120023号　山田　一信

北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築給排水衛生設備工事

N

20

GV30

令和　2年　9月　　日　　設計

2階平面図　S=1:100

65

130001300013000

750075007500750075007500

23
75

8
50
0

2
90
0

38
66

840

1
38
75

10
0

GT

X

X

X

X

X

A

交流・展示スペース

階段広場

WWCMWC

厨房

電気・機械室

スタッフルーム2

廊下

PS

EV

SK

以降　平面詳細図参照



令和　2年　9月　　日　　設計

Y4

Y3

Y2

Y1

X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

R階平面図　S=1:100

キャノピー3

UP

UP
スロープ

1／20

植栽

展望デッキ

キャノピー2

植栽

設備機器置場

丸環

給排水衛生設備 R階平面図

100(A2)

20

(デッキ下)

2020

(デッキ下)

20

(デッキ下)

20

(デッキ下)

20(露出配管)

※

※

GV20

GV20

GV20

20

(デッキ下)

8

図面番号縮尺工事名称

図面名称

P071 :

1 :

福井市建設部建築事務所営繕課
株式会社 交建設計
一級建築士事務所（東京都知事登録第4247号）
株式会社　　交建設計
管理建築士一級建築士登録第120023号　山田　一信

北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築給排水衛生設備工事

N

X1 X2 X3 X4



量水器20

GV20

令和　2年　9月　　日　　設計

（注記）

1. 量水器は遠方監視用デジタル式とする。

GV20

GV25

GV25

50

GT

M

M

CO80

給排水衛生設備 平面詳細図（トイレ・厨房・スタッフルーム2）

50(A2)

1階トイレ 平面詳細図　S=1:50 2階トイレ 平面詳細図　S=1:50

T5B65A

T5B65AT5B65A

65

COB80

50

100

50

50

50

COB80
65

T5B65A

50

100

COB80

100

T5A65A

T5A65A

COA80

T5A65A

T5A65A

COA80

T5A65A

COA80

COA80

50

20

20

75

25

75

25

65

COA80

50

50

40

40

30 25

25

40 50 40 30

100

50

50

50

50

65

75

75

GV65

75 75

100

50

50

5050

20

20 25 25

20

20

20

20

65

100

100

100

40

30

50

50

50

50

20

2020

25

25

75

65

65

65

40

GV50

50

65

50
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1. 1 F便所下部はピットとする。
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2階 厨房・スタッフルーム2 平面詳細図  S=1:50
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一級建築士事務所（東京都知事登録第4247号）
株式会社　　交建設計
管理建築士一級建築士登録第120023号　山田　一信

北陸新幹線福井駅(東口)拡張施設新築給排水衛生設備工事
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